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2 　 動 注 療 法 が 奏 効 し た 肝 転 移 巣 を 伴 う 進 行 胃 癌

の一例

鈴木康史・青柳豊*

木戸病院消化器内科

新潟大学大学院医歯学総合研究科

消化器内科学分野
*

症例 は, 52 歳, 男性. 背部痛, 上腹部痛, モ タ レ

感 にて , 外来受診, G IF にて , 体下部後壁 に 3 型

進行胃癌 (t u b2) 確認 . C T にて , 多発性肝転移

栄, 胃小湾, 牌門部リ ンパ 節 の 腫大を認め た . 内

科 的 物 理 的 肝 局 所 制 御 な ら び に 4 回 の 大 量

C D D P ＋ 5 - F U によ る動注療法 に て , 肝転移巣

の 消失, 原発巣の 著明縮小 を認 め た . 外来 にて ,

lo w d o s e C D D P ＋経口 5 - F U 療法反復, 2 年経過

後も社会復帰にて , 就労可能状態 を維持 して い る .

3 　 K a s a b a c h - M e r r i t t 症 候 群 を 合 併 し た 肝 巨

大血管腫の2切除例
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K a s a b a c h - M e r ritt ( K - M ) 症候群を合併 した

肝巨大血管腫 の 2 例を切除 した . 1 例日は検診腹

部 エ コ
ー

で 発見 さ れた 径 1 5 c m の 巨大 血管腫 で ,

精査 目的 の血 管造影検査 により K - M 症候群 を

呈 し た . F D P 48 . 7 で径 2 c m 以下 の 多発性血管腫

も伴 っ て おり, 肝左菓切除と M C T を施行. 2 例

日は腹痛, 発熱 で来 院し F D P 13 6 で K - M 症候

群 を伴 っ た肝 血管歴 と診断され た . W B C 9 2 0 0 ,

C R P 23 .
2
,
T - Bi1 4

.
1 で 黄痘 を伴 っ て い た ため肝

左 葉拡大3 区域切 除を施 行 . 腫癌 の 最 大径が

3 0 c m で
, 本邦で の K - M 症候群を伴 っ た切 除報

告例 中で 5 番 目に大 き な血管腫 であ っ た . 2 例 と

も現在生存中で ある .

4 　 塩 酸 ミ ノ サ イ ク リ ン と 無 水 エ タ ノ ー ル の 2 段

階注入療法を施行した巨大肝嚢胞の一例
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症例 は 6 1 歳女性 . 主訴は腹 部膨満感 で , 嚢胞性

疾患 の家族歴 はな し. 現病歴 は平成 6 年の 検診異

常 で 当科初診 さ れ S 5 に径 5 c m 大の 肝嚢胞 を指

描 . 平成 1 3 年 8 月 の 検診で G O T 6 8 , G P T 87 ,

γ- G T P 2 6 1I U /1 と肝障害を指摘され 当科受診 ･

s 4/ S5 に径 12 c m 大と 巨大化 した肝 嚢胞 と肝門部

圧迫による両案の 肝内胆管の 拡張, 自覚的に も腹

部膨満感 を認 め, 患者 が非常 に神経質で加療を強

く希望された ため加療目的で 当科人院. 超音波ガ

イ ド下 に嚢胞穿刺を施行 し, 7 F r . の Pig T ail チ ュ

ー ブを留置 . 嚢胞内容液は無色透明で原虫や寄生

虫体は認 めず . 細胞診 は C l a s s I で 嚢胞液 C E A

2 .O n g / m l , C A1 9 - 9 32 34 U / m l , 孤 ( 組織ポリ ペ

プチ ド抗原) 2 0 0 0 < U / 1 で画像所見もあわせ て

良性肝嚢胞 と診断 . 治療は 2 , 4 , 1 2 日目に塩酸ミ

ノ サ イ ク リ ン 40 0 m g ず つ 注入.
2 0 日目で径 3 c m

大 の 嚢胞腔 の 残存を認 めた . 近年, 良性肝嚢胞癌

化の 報告例 が増加 して い る こ と も考慮 し嚢胞腔 の

完全消失を計る ため 2 2 日目と 28 日目に無水エ タ

ノ ー ル 2 m l ず つ 注入 し 3 2 日目 に留置チ ュ
ー ブを

抜去. 加療後 , 腹部膨満感 は消失, 画像的にも肝

内胆管 の 拡張 は消失 し血液上も G O T 31 , γ- G T P

5 2I U /l と胆汁う っ 滞の 改善をみ た .

5 　 自 然 破 壊 し ， 緊 急 T A E な ら び に 待 機 手 術 を

行 っ た 肝 血 管 肉 腫 の 一 例
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患者 は 6 8 歳男性. 意識消失お よび シ ョ ッ クを
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きた し
, 近医受診 . 狭心症および 28 年前まで塩化

ビ ニ ー ル 曝露の既 往認 め る. C T で , 肝外側区に

径70 m m の腫癌および肝表面 に腹水を認 め た . 腹

水穿刺で, 血性腹水認め , 肝腫癌 , 肝腫癌破裂の

疑 い で , 当院紹介. 緊急肝動脈血管造影および塞

栓術を施行 . 再出血 の危険あ るた め, 待機的肝切

除術を施行. 組織は, 血管肉腫であ っ た . 術後経

過順調で退院.

生活歴 と して , 塩化 ビ ニ
ー ル を扱 っ た工場に勤

務 して おり, こ の 化学発癌物質で ある, 塩化ビ ニ

ー ル が肉腫発生の 成因と考えられた . また , 狭心

症 の 既往もあり, 抗血小板機能抑制剤使用されて

い る た め
,
これが病態 の 増悪因子と な っ た もの と

考 えられ る . 本症例はまれで , 診断が困難, か つ

予後不良な疾患で ある .

今 回を我々 は, 肝破裂をきた して い た が, 緊急

肝動脈血管造影お よび肝動脈塞栓術 により救命 し

得 た
一

例を経験した の で報告する .

6 若年者の 胃静脈癌を契機に発見された肝外 門

脈 閉塞症の - 例
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7 硬化型肝細胞癌の初期画像所見を確認 しえた

一 例
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症例は H B V キャ リ ア
ー の 5 0 歳男性. 平成 1 2

年の検診の 腹部 U S で肝 S5 に 1 c m の 腫癌性病変

を指摘 され当院 にて U S , C T 施行 , 血管腫疑 い と

して経過観察されて い た . 13 年の 検診 の U S で 同

腫 癌が 6 c m に増大して い たた め 当科紹介 され た .

腫 癌 は U S で 辺 嫁 が 1 o w 内部 が 比 較的 h i g b

e c b oi c に描出され, d y n a m i c C T で は早期相で辺

稼が濃染, 後期相 にか けて中心 へ 向か い 濃染され

て いく所見を呈 した . 肝外悪性病変は認 められず

画像所見 から胆管細胞癌を疑 い 肝右葉切除術を施

行. 病理学的検索にて硬化型肝細胞癌と診断され

た . 硬化型肝細胞癌は稀な疾患で, 初期画像が確

認で き, 示唆に富む と考え報告する .

8 画像学的 に診断し得なか っ た肝腫癌の
一 例
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症例は 68 歳, C 型肝硬変の 女性. 腹部超音波検

査 で肝 S3 に 11 m m の高 エ コ
ー を呈する結節 を認

め た . C T で はわずか に早期濃染 し, 門脈相で低

造影城 とな っ た が , M RI T I W I で 高信号, T 2 W I

で 等信号で あり, S P I O M R I で取り込み低下 が認

め ら れず, 確定診断に は至ら な か っ た . 腹部血管

造影, C T A , C T A P を行 っ た と こ ろ, 明ら か な腫

癌血管は認め な か っ た が, C T A 第
一

相 で強 い濃染

像を認め , C T A P で は 明ら か な低造影域して認識

された . 最終的に は腫癌生検で高分化型肝細胞癌

と診断 した . 早期肝細胞癌の 中に は腫場内血流の

性状変化が著明で な い場合があり, 本症例の よう

に多様 な画像所見 を呈 する こ とがあ る こ と を念頭

に置き診断す る こ と が必要と思われた .

9 動脈血流低下巣を内包 した結節内結節型肝細

胞癌の
一

例
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症例 は 73 才, 女性.
H 3 年より, C 型慢性肝炎

にて経過観察中で あ っ た . H 12 年 4 月 , 腹部 エ コ




